
資源管理型漁業推進総合対策事業
(4) 重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査（ヨシエビ）

徳田 箕孝・濱田 豊市

前年度までの研究で稚エピは河口域に生息していて出

現時期や分布状況が明らかになった。一方，成エピは沿
岸域で定置網や小型底びき網で漁獲され，前者と同様に
かなり生態が明らかになっている。しかしながら，生活
史のなかの稚エピから成エビまでの間の生態がほとんど
明らかになっていない。このため，移動生態や放流効果

が把握されていない。
本年度は，放流直後の減耗防止，標識放流による稚工

ビの移動生態，漁獲加入実態，成長 ，放流効果の検討な
どを行って若干の知見を得た。

1.放流直後の減耗防止

(1) 食害状況調査

目 的

前年度までの調査で．ヨシエビは放流直後に魚類（主
にスズキ）によって食害されることがわかった。本年は，

放流点に魚類の進入を拒む網（以下おどし網と言う）を
作製して．その効果を把握するとともに，放流直後の食
害状況調査を引き続き行った。

方 法

平成8年8月26日18:00に平均体長27.9 mm（士3.88)
のヨシエピ約5.5万尾（金線標識率86.6%）を行橋市今
川河口に放流し．放流点付近におどし網および建網を設
爵して捕食魚の食害状況を調査した。調査点および漁具
の設置状況を図1におどし網の構造を図2に示した。
おどし網は目合15cmのノリ網を利用して作製しており．
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図1 おどし網調査点
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図2 おどし網の構造

小型のスズキは自由に通り抜けられる大きさである。そ
れを．網の端と川岸に間隙ができないように川を遮断す

る形で設骰した。建網はおどし網を設置した直後に．ぉ
どし網の上流部と下流部の2ケ所に投網した。調査は．
放流日 の8月26夕～27日朝と放流3 日後の8月29夕～30
日朝の2回行った。なお．その後の食害状況を明らかに
するために，放流 6 日後の9月 1 日夕～ 2 日朝において
も建網調査を行ったが，その際におどし網は設置してい
ない。また，おどし網効果把握の補足調査として．平成
9年3月23夕～24朝にも同様の方法で調査を行った。

採集魚は，種類体長．体重．胃内容物の種類及び重
屈を計測した。

結果および考察

採集魚の胃内容物調査の結果を表1に示した。放流日
にあたる8月26日昼～ 夕の第1回目の調査では．おどし
網上流部でスズキ4尾が採集され． そのうち体長281
mmのスズキ1尾から金線標識が1個確認された。また．
放流3 日後にあたる8月29 日夕～30日朝の第2回目の調
査では，おどし網下流部でスズキ1 尾が採集され．ヨシ
エビ4 尾を捕食していた。この2回の調査では．スズキ

の採捕尾数が少ないために，おどし網の効果を明らかに
することは不十分と思われた。また．第1回目の調査は
ヨシエピの放流時間が遅れ．ほぼ満潮時におどし網を設
置したので，設龍前にスズキが上流部まで入り込んでい
る可能性が高く，試験設定が適当でなかったと考えられ
る。

このため，おどし網の効果をさらに検証するため，翌
年3月 に補足調査を行った。採捕された魚類のほとんど
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資源管理型漁業推進総合対策事業
(5) 資源管理等沿岸漁業新技術開発事業

桑村勝士・中川浩一 •藤本敏昭

小型底びき網漁業は， 翌前海において最大の漁獲操を

あげる重要な漁業種類である。 しかし， 本漁業種類は多

くの種を同時に漁獲対象としていることから， 有用魚種

の幼稚仔を大龍に混獲投棄しているのが現状である。 特

に， カレイ類， シャコおよび小型エビ類においては， 幼

稚仔が夏場に大批に漁獲され投棄されており， これらの

投棄後死亡率は極めて高い。 シャコについては脊源管理

方策として体長12cm未満の個体の再放流が実施されて

いるが， このような実態から再放流は十分な効果をあげ

ているとはいえず， 不合理な漁獲実態を改善し森源の有

効利用方法を検討することは急務であるといえる。 本事

業ではこのような現状を踏まえ， 平成7~9 年の3ケ年

で， ①現行漁具の特性の把握， ②網構造および網目の改

良③漁具改良効果の実証という順序で研究を進める。

1. 平成8年度試験結果

平成8年 度は，7年度に引き続き現行漁具の特性を把

握することを目的として， 袖網および身網部分の大規模

な網目拡大が漁獲に及ぼす影響についての試験を実施し

た。

方 法

福岡県翌前海区で標準的に使用されているえびこぎ網

の袖網および身網部分の目合を粗目と細目の2通りに変

えて漁獲試験を実施し漁獲物組成を比較した。

使用した漁具の模式図を図1に示した。 漁具はマジッ

クテ ー プを用いて袖網および身網部分の網地を交換でき

るえびこぎ網を用いた。 使用網地は目合の大きな網（以

下粗目網とする）で袖網部分6.5節． 身網部分9節． 小

さな網（以下細目網とする）で同12節．12節を用いた。

袋網は両網とも14節とした。 なお， ここでいう袖網部分

とは， えびこぎ網におけるわき網（袖網部）および前天

井網のことを， また身網部分とはハスワ（身網側面部）

と天井網のことをいう。 ビー ムの長さおよび漁船は当海

域で標準的に使用されているものを用い． ピー ムは15m,

漁船は小型底ぴき網漁船(5 t, 15馬力未満）とした。

試験海域は当海区全域とした。 試験は平成8年6 月5'

(15ml 

天井網(6.5節・12節）

袋網
14節

ハスワ(65節・12節）

わぎ網(6.5節・12節）

図1 試験網模式図

12, 13 日，7月3, 4 日，8月19, 20 日および10 月17,

18日に実施した。8月の調査は夜間操業， その他は昼間

操業とした。 各月の調査においては，2 種類の網を同 一

漁場および同一時間帯でそれぞれ等しい回数曳網した。

全調査の総曳網回数は各網それぞれ35回ずつ計70 回であっ

た。

曳網時間は曳網開始から終了までの15分を標準とし，

秒の単位まで曳網時間を記録した。 曳網速度は 2 ~3.5 

ノットとした。 曳網開始時には水深を測定し， 曳索の長

さは原則として測定された水深の5倍とした。 曳網開始

位置および終了位置をGPSを用いて記録した。

漁獲物は船上でゴミ等を選別した後， 各曳網回ごとに

適宜分割抽出して持ち掃り， 表1に示した魚種について

種類別に曳網回ごとの漁獲尾数， 重飛およびサイズを測

定した。 サイズ測定は100 尾を上限として甲殻類は体長，

魚類は全長の測定を行った。 なお， 測定対象魚種のうち，

大型エビ類はクルマエピ， クマエビおよびヨシエピの合

計， アジ類はマアジとマルアジの合計， ネズッポ類はネ

ズミゴチとハタタテヌメリの合計尾数である。

解析にあたっては， 分割時の抽出率および曳網時間か

ら粗目網と細目網のそれぞれについて， 各曳網回の15分

あたりの種類別漁獲尾数および重乱を換算し， その平均

値を有意差の検定を行い比較した。 また， 同様に粗目網

と細目網のそれぞれについて種類別の体長階級別総漁獲
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